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法学 部 出 身者 を中心 とする日本の超 エ リー ト官 僚 たちが 、
わが 国の東 洋 史学 の到 達 点を少 しでも認 識 していたならば、
アメリカのアフガニスタン・イラク攻 撃にたいする日本 の態度も大
きく変わったはずである。21世紀 は人 文学 の学 問 的出番なの
である。
このような視 点 に立 ってこの研 究 グループが具 体 的にめざす
の は次 の2点 である。
1.陸と海 のシルクロード関係 史料 の収 集 ・公 開 ・分 析 と、多
言 語 史料 ・映 像 資料を統 合 した新しい 「世 界 史」 研 究法の
構 築。
2.上記 の研 究を中核とした最 新 の歴 史学 による、 高校 世 界







「グローバリゼ ーション」 としてくくられる時代 の動 きの なか
で、それ ぞれの社 会 をめぐるイメー ジは、 国 際的 な政 治 ・経
済 ・文 化の交 流 ・接 触 において、今 後、ますます 大きなテー
マになると思 われる。 というのも、その社 会をめぐるイメー ジは、
国際 間の交 流のなかで、安 定した関係 を築 く資 源にもなれば、
逆 に、対 立や抗 争の契機 にさえなりうるからだ。私 たちの研 究
グループでは、こうした観点 から、イメー ジとしての 「日本」 を
対 象に、この課題 を主に文化とのかか わりのなかで考察するこ
とを目的とする。
文化 を固定 的な相 でとらえることなく、他の文化 とのインター
フェイスのなかでつねに生成 しつつあるものとして、つまり動 的
プロセスのなか におかれたものとして把 握 しようとすることも、こ
の研 究 グループの特 徴といえるだろう。 当然、 ここで は、 「他




噛 代表者 ・伊藤公雄(人間科学研究科教授 ・社会学)
うした 「他 の文化 」 か らの視 点 が、 「自文 化」 のイメージ形
成に反 映 されていくプロセスにも十 分 な配 慮 をしてい く必 要
が ある。
特 に注 意 しておきたいの は、 ここでいう 「文化 」 は、芸 術
や 思想 さらには宗 教のようないわば 「大 文 字」 の文 化(ハ イ
カルチャー)に 限 定されないということである。ポピュラーカル
チャーを含む 「小 文字」 の文 化に関しても、国際 的な研究 拠
点 を目指してデータの蓄積 ・分析 とともに研 究体 制の組織 化を
進 めていく予定である。
「大 文 字」 の日本 文化 をめぐるインターフェイスについては、
す でに昨年 、国際 シンポジウム 「国 際化のなか の日本学 」 が
開.催されており、この 春には、 「日本 文 学 翻 訳の 可 能性 」
と題 した大規 模な国際シンポジウムが準 備されている。
他 方 、 「小 文 字 」 の文 化をめぐる研 究 も開始 され ている。
アニメやゲーム、 ドラマやマ ンガなど日本 発 のポピュラーカル
チャーは、アジア圏のみならず、欧 米 などにおいても広く受 け
入れられている。 これらのポピュラーカルチャーを通 じた 「日
本 」イメー ジ形 成 につ いて、歴 史的 文脈 や政 治 ・経 済 的 な















人 ・モノ・情 報の流 れが特 定の場 や集 団や国家 を越えて、
新たな関係 性 をつくりつつあるのは優れて現代 的な現 象 である。
私たちの研 究 グループは、こうしたトランスナショナルな事象 に
たいして、 人類 学を主 体 に現 代思 想 と現 代社 会 学の協 力 を
得てアプローチする。 トランスナショナリティ研究 連続 セミナーを
プロジェクトの 中軸とし、 これ に国際 シンポジウムや事 業推 進
担当者 ・研究 員 ・大 学院生 による研 究を結 びつけ、また国 内
外でのフィー ルドワークやデ ータベース構築 作 業 などを効果 的
に連 関させ ようとす る。
「トランスナショナリティ」 概 念を核 とする研 究 テーマとして、
次の3つ の 問題領 域 について事 例を収 集 し分 析 しつつ総 合
化を図る。
1.グローバ ル化 にともなうトランスナショナルな流 れの様態 の分
析 。 人 ・モノ・情報 の流れの形成 や拡 大 、滞留 や不 均等性 。
2.グローバ ル化 の進展 とコスモポリタニズムの 発現 にともなう反
動 あるいは平 行 現象 としての、ナショナルまたエスノ ・ナショナ
ルな次元 で 閉じようとするモメントの分析 。 新たなナショナリズ
ムの勃興 、所 属 の政 治学、 移民 排斥 やゼノフォビアの進 行、
先 住性 概 念の強化 、民族紛 争 の深 刻化 など。
3.特定の場 と結びつかない 「脱領 域化 」(デテリトリアライズ)
されたアイデ ンティティの分析 。ディアスポラや難 民、NGOや
ビジネスにおけるトランスナショナルなネットワーク形成 など社 会
学 的 側面や 、多様 なトランスカルチュラリティの成 立と変 動など
の文 化的 現 象。
これらの問 題を扱 うこの研 究グループにおいて中心 になるの
は、 インターフェイスか ら成 り立つ境 界 的 、媒 介 的、相 互 作
用 的 な学 問 としての人類 学 である。 人 類学 は 人文 ・社 会 科
学 諸 分 野の 学際 に位 置 し、 異なる文 化を持 つ異 なる地域 や
社 会を研 究対 象とし、現地 との相互 作用のなかで情 報と資料




呂 代表者 ・小泉潤二(人間科学研究科教授 ・人類学)
場 あるいはロカリティと強く結 びついてきた。 私たちは個別空 間
に足 場を置きなが らも、より広 い空 間 と時 間 に視 点 を拡 大し、
現 代世 界 の理解 に適した新しい学 問領域 を展 開することを目
指 している。
「トランスナショナリティ研究 」 では、国内外 の講 師を招聘 し
て行 われる上 記 の連 続 セミナーのほか、2003年9月にはラ
テンアメリカ・カリブ海研 究 国際 連 盟 第11回 大 会(FIEt1LC
20030SAKAhttp:〃www.pac.ne.jp/fiealc2003i!)の一 環 と
して国際 シンポジウムの開 催を予 定している。 個 別研究 として
は、 中米か ら米 国へ の移 民 、北東 アフリカの紛 争と難民 、イ
ンドネシアの地 方政 治 と経 済援 助 、オセアニアの移 民 と経 済
変 容 、国際労 働移 動の研 究のほか、大 学 院生 による現地 調










































映 像記 録化 および 人材養 成プロジェクト)、ウィー ンに残されて
いる楽 譜 とバ レエ ・パ ントマイムの台 本 をもとに音 楽 学 と演 劇
学 との連携 を進めるラスカ ・プロジェクト、アジアを中心 に 「画
像 と文字 」 の関係 史と現状 について比較 研究 するデザイン史
フォー ラムのプロジェクトがスタートしました。、関 連する催 しとし
て、この2月 にRVMVシ ンポジウム 「表演 芸術 における映 像
記録 化」、3月に国際デザイン史フォーラム 「画 像と文字 」 が
開か れ、それぞれ着 実な成果 を挙げています。
第2年 度からは、COE関連 授業 として「芸術 とメディア」「メ
ディア論」 厂映 像人 文学演 習」 などが はじまり、教 育 において
も 「映 像人文 学」 の理念が 実践 に移 されます。これらのプロ
ジェクトのメンバ ーはメディア ・ラボでの活 動 に積極 的 に参 加し、
各種 データベ ース構 築、 関連授 業 の教材 や教授 法の 開発な
どを通じても、「インターフェイスの人 文学 」 に貢 献 したいと考
えています。(執筆:藤 田治彦)
「日本 語ブーム」 といわれるが、マスコミで語 られる 「美 し
い 日本 語 」 「正 しい日本語 」 といった概 念は、どこか硬 直 し
たステレオタイプ的 価値 観を身 にまとっている。生 きた言語 は、
単 一 的視 点か ら決 めつけられる価値 や美醜 とはか かわりなく、
人々の問 で接触 と混 交を繰り返し、ダイナミックに変転 し続けて
いる。私たちの研 究課 題 は、このような人 間相互 のコミュニケー
ション、あるい は言 語の機 能を特 に重 視 した、応 用社 会言 語
学 の立場 からの基礎 データを収 集しようとするものである。
「単 一言 語 ・単一 民族 」といわれ、言 語問題 は異国 のこと
と思われてきた日本でも、歴 史上 「EI本語」 が政治 的 に生み
出されたことを論 ずる研究が 近年 増えつつある。また、いわゆ
るグローバル化 によってさまざまな言 語が行 き交 うようにもなって
いる。 そのようななかで、母 語 によって自らを表 現する権 利 と、
地域 社 会にアクセスする権 利という両 面 から、 異言 語 間の相
互理 解の問 題を取 り上 げていく(ちなみに、社会 言語 学 的に
は 「方 言」 と 「言 語」 との境 界はない)。
基 本 的な言 語権 を考えるために、また偏狭 なナショナリズム
や少 数 派の切 り捨 てに対峙 するために、現 代 日本の 多言 語
状 況 の見取 り図を描 く。 さらには海 外における旧植 民地 、なら
びに移住 者コミュニティなどでの現在 の日本語継 承と運 用の実
態を把握 する。
具 体的な活動 内容(サ ブテーマ〉は8つ ほどに分 けられる
が、そのひとつ に世 界の各 地で行われる日本語 ・日本 文 化教
育の実 態を把握 し、地域 社会 での 「共 生」 にどのように寄与
しているかということについての調 査 ・研 究 がある。また、ブ





























"臨床"の イメー ジ?白 衣に身を包んだ医者?そ れともカウ
ンセラー?残 念 なが ら 「臨床 」 は、病 や苦 しみの種 類 に応
クラ イ ア ン ト
じて専 門分 化し、 〈専 門 家一受 益 者〉 関係 のもとで専 門的な
処置 のなされるところになってしまった。つまり現 代社 会 におい
て 「臨 床 」 は専 門家 がいわゆる 「素 人 」 に関わる、あるい
は逆 に専 門家 に期待 される典 型的なイメー ジと化している。
専 門的 な知識 で武装 した専 門家 や研 究者 と 「無知 」 な素
人、このイメー ジにおいて欠落しているのは、相互浸 透する知
のあり方である。"病床 に臨 む"と書 くその字が示 すのは"人 々
の苦 しみ に出会 う場 所"。そうした場 所 はなにも病 院 に限ら
ない。家 庭 でのケア、 末期患 者 のためのホスピス、災 害ボラ
ンティアなど数多 存在 し、〈臨床 の知〉 はそうした場 所 で現に
働いている。 つまり 〈臨床 の知 〉とは、ある専 門 家によって占
有され応用 される知 識で はなく、さまざまな背景 を背 負った他
人 にまみえるその場 で はじめて生 成 するコミュニケーションな
のだ。
しかし他方 で、ボランティアやフィー ルドワークの経験 が教 え
てくれ るように、 コミュニケーションはまったくの 偶然に生 ずるの
ではない。 それはローカルな知 や文化 的な背 景や社 会構 造に
多く依存 している。 〈臨床 〉という関係として生 成するコミュケー
ションは、ゼロからスタートするのではなく、すでにローカルに動
き出しているコミュニケーションに別のそれを接 続させることから
はじまる。そうした複 数 のコミュニケーションからひとつに紡 ぎだ
される創 発 的 コミュニケーションこそが 〈対 話 〉と呼 ばれるは
ずだ。
現 在 、私たちは 〈臨 床コミュニケーション〉という風 変わりな
名の下 に、こうした臨床 とコミュニケーションを結 び合わせる 〈対
話インターフェイス〉 の構 想に取 り組んでいる。それ は、数 多




ゆ 代表者 ・中岡成文(文学研究科教授 ・臨床哲学)
ゆる専 門 家と一 般市 民、マジョリティとマイノリティ、ジェンダー
間、世代 間など、異 なるコミュニケーション文 化圏に属する人 々
のあいだで実 効 的に働く<公共 的対 話 〉の知 を目指すものだ。
こうした試み は新 しいものではない。科 学技 術に関する 「コン
センサ ス会議 」、日常経験 をもとに哲 学の問 いについて議論 す
る 「哲学 カフェ」 や 「ソクラティク・ダイアローグ」、 利害 の対
ミア ィエ 　 シ ヨ ン


































































































































一「メ ディァ教 育、データベースからメディアテークへ 一
圀府寺司
InterfaceHumanitiesは、 デジタル・メデ ィ
ァとの本 格 的 取り組 みを始 めます 。ご説 明 に
あたり、私 の 個 人 的な体 験 から述 べることを



























































































InterfaceHumanitiesは、 マ ル チ メデ ィア
対応 型 の新 しい人 文学 、 そして、 開 かれた 人























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































建造 しなが ら、積荷や食糧 ・薪炭まで手配する、あわただ





あ とはすべて、クルーの働きに よるとい うことで しょう。
つ ぎの寄港地に到着するのは7月 、それまで海が穏やかで
あってほしいものです。(M>
大阪 大学21世紀COEプ ロ グラム
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大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 内
「イ ンター フェ イ スの 人 文 学 」事 務 局
Phone:06-6850-6716
Fvc:06-6850-6718
hじ¢P:〃VV:Y:V」et.osaka-u.ac.jp/coel
coe_office@let.osaka-u.3C.jp
Con[ac[address:InterfaceHumanitiesOffice
SchoolofLetters,OsakaUnivcrsit}'
1-5馬iachikaneアanla-cho,Toyonaka,Osaka560-8532
Phone:+81-G-G850-G71G
Fax=+8レ6-6850-6718
h【【P:"、v丶v丶v」e【.osaka-u.8C.1P/coe!
coご_office@let.osaka-u.ac.1P
i
